
　

し
か
し
、
合
併
特
例
債
の
借
入

期
限
と
な
る
平
成
26
年
度
末
ま
で

に
取
り
組
ん
で
お
く
べ
き
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
多
く
、
ま
た
地
方

交
付
税
の
合
併
特
例
措
置
終
了
後

の
財
政
運
営
を
維
持
す
る
た
め
、

今
後
は
ま
す
ま
す
事
業
の
取
捨
選

択
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
わ

れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
本
年
度
も

中
期
財
政
見
通
し
を
立
て
ま
す
。

ご
み
30
％
減
量
作
戦

　

３
年
間
で
30
％
の
減
量
を
目
標

と
し
て
掲
げ
て
い
る
、
ご
み
減
量

作
戦
の
取
り
組
み
で
す
が
、
２
年

目
に
入
っ
た
今
年
度
７
月
末
日
現

在
の
減
量
率
は
１・
７
％
と
な
っ

て
お
り
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

減
量
率
が
停
滞
し
て
い
る
大
き

な
要
因
と
し
て
「
ざ
つ
紙
」
の
分

別
回
収
・
資
源
化
が
市
民
の
間
で

ま
だ
十
分
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

各
自
治
会
に
あ
る
「
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
活
用
し
た
古
紙

回
収
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
現
在

の
予
定
で
は
、
開
始
時
期
を
今
年

11
月
と
設
定
し
、
毎
月
１
回
の
回

収
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳
細
な

内
容
が
決
ま
っ
た
段
階
で
、
市
民

説
明
会
な
ど
を
開
催
し
、
周
知
と

協
力
依
頼
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

　
７
月
末
日
現
在
、
市
に
お
い
て

は
高
齢
化
率
が
28・
２
％
で
あ
り
、

単
身
高
齢
者
お
よ
び
高
齢
者
の
み

の
世
帯
も
、
全
世
帯
数
の
30
％
と

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
支
援
が

必
要
な
高
齢
者
な
ど
を
互
助
、
共

助
の
仕
組
み
に
よ
り
地
域
で
支
え

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
の
災
害
時
要
援
護

者
登
録
制
度
の
実
施
に
加
え
、
災

害
時
に
限
ら
ず
、
社
会
的
弱
者
に

対
す
る
平
常
時
の
見
守
り
支
援
に

も
繋
げ
る
た
め
の
地
域
支
え
合
い

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
的
と

し
て
、「
地
域
支
え
合
い
体
制
づ

く
り
事
業
」
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
再
生
計
画
の
策
定

　

県
道
瀬
西
大
寺
線
お
よ
び
県
道

箕
輪
尾
張
線
の
沿
線
に
、
商
業
施

設
の
建
設
が
次
々
と
進
ん
で
お

り
、
一
層
の
交
通
渋
滞
が
予
測
さ

れ
ま
す
。

　

バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て
、
市
道

南
北
線
を
南
に
延
長
し
、
岡
山
ブ

ル
ー
ラ
イ
ン
の
瀬
戸
内
イ
ン
タ
ー

へ
接
続
す
る
道
路
の
整
備
を
地
域

再
生
計
画
を
策
定
し
て
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
亀
ヶ
原
線
に
つ
い

て
も
併
せ
て
地
域
再
生
計
画
で
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

企
業
誘
致
に
伴
う
企
業
団
地
の

造
成

　

市
道
南
北
線
を
有
効
活
用
し
、

市
の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
沿
線
へ
の
企
業
誘
致
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

以
前
か
ら
長
船
町
宮
下
地
区
に

お
い
て
は
、
市
道
南
北
線
沿
線
へ

の
企
業
誘
致
に
つ
い
て
強
い
要
望

が
あ
る
た
め
、
宮
下
地
内
の
約
３

㌶
の
土
地
を
造
成
し
、
企
業
立
地

を
計
画
的
に
進
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
豆
田
工
業
団
地
な
ど

へ
の
企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め

る
た
め
に
は
、
企
業
団
地
の
造
成

を
円
滑
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
瀬

戸
内
市
企
業
団
地
造
成
事
業
の
特

別
会
計
を
新
た
に
設
け
て
、
造
成

事
業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

新
病
院
の
建
設

　

新
病
院
建
設
の
予
定
地
に
つ
い

て
は
、県
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

新
し
い
場
所
も
含
め
、
数
カ
所
の

候
補
地
で
様
々
な
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

優
良
農
地
の
保
全
管
理
な
ど
を

総
合
的
に
判
断
し
、
現
在
の
市
民

病
院
の
西
側
に
建
設
す
る
方
向
で

調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
病
院
付
近
に
は
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
事
務
所
が
あ
り
、
地
域

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
も
整
備
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
的
に
医

療
福
祉
ゾ
ー
ン
と
し
て
一
体
的
な

整
備
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
、
候
補
地
の
農
業
振
興
地

域
か
ら
の
解
除
申
請
に
向
け
、
地

権
者
と
の
協
議
を
行
い
ま
す
。

上
半
期
の
火
災
・
救
急
概
況

　

火
災
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
１

月
か
ら
７
月
末
日
ま
で
の
火
災
件

数
は
６
件
で
、
前
年
同
期
よ
り
３

件
減
少
し
て
い
ま
す
。
火
災
種
別

は
、
建
物
火
災
１
件
、
林
野
火
災

４
件
、そ
の
他
の
火
災
１
件
で
す
。

　

救
急
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
火

災
と
同
期
に
お
け
る
出
動
件
数
は

８
８
６
件
で
あ
り
、
前
年
同
期
よ

り
42
件
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
の
搬
送
状
況
に
つ
い
て

は
、
５
月
30
日
か
ら
７
月
31
日
ま

で
で
、19
人
を
搬
送
し
て
い
ま
す
。

前
年
同
期
の
搬
送
は
９
人
で
あ
っ

た
た
め
、
２
倍
と
大
幅
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
年
齢
区
分
で
は
、
少

年
が
２
人
、
成
人
が
６
人
、
高
齢

者
が
11
人
と
高
齢
者
の
搬
送
割
合

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
消

防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
救
急
法

な
ど
の
講
習
会
に
お
い
て
予
防
方

法
や
応
急
手
当
て
に
つ
い
て
の
指

導
を
行
い
、
注
意
を
呼
び
か
け
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

消
防
総
合
計
画
の
見
直
し

　

市
で
は
、
消
防
組
合
当
時
か
ら

消
防
総
合
計
画
に
基
づ
き
、
業
務

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
既
に

作
成
後
10
年
を
経
過
し
た
こ
と
に

加
え
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
見
直
し
の
必
要
が
急
務
と
な

り
ま
し
た
。

　

本
年
度
中
に
消
防
総
合
計
画
を

見
直
し
、
来
年
度
か
ら
は
こ
の
計

画
に
基
づ
い
て
消
防
行
政
の
推
進

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査

　

市
で
は
、
独
自
の
学
力
・
学
習

状
況
調
査
を
、
小
学
校
４
年
生
・

５
年
生
と
中
学
校
２
年
生
を
対
象

に
４
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
各
学
校
で
「
改
善
プ
ラ

ン
」
を
作
成
し
て
授
業
改
善
を
図

る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
の
児
童

生
徒
に
応
じ
た
指
導
の
工
夫
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
初
め
て
「
夏
休

み
子
ど
も
寺
子
屋
教
室
」
を
８
月

25
日
と
26
日
の
２
日
間
、
中
央
公

民
館
を
会
場
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
学
習
意
欲
の
向
上
と

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
生
の
発

掘
を
目
的
に
し
た
も
の
で
あ
り
、

将
来
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
生

に
よ
る
定
期
的
な「
寺
子
屋
教
室
」

の
開
催
を
目
指
し
ま
す
。

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
特
別
展

　

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

刀
剣
文
化
に
対
す
る
若
い
世
代
の

理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
ア
ニ
メ

や
ゲ
ー
ム
で
人
気
の
『
戦
国
Ｂ
Ａ

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
に
注
目
し
、
７
月
23

日
か
ら
９
月
４
日
ま
で
、
特
別
展

『
戦
国
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
』
Ｈ
Ｅ
Ｒ

Ｏ
武
器
・
武
具
列
伝
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

※
８
月
28
日
に
は
１
日
の
入
場
者
数
と
し

　

て
は
過
去
最
多
と
な
る
１
、４
１
５
人

　

が
入
場
し
、
特
別
展
期
間
中
の
総
入

　

場
者
数
は
、２
１
、１
１
２
人
で
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
１

　
５
月
25
日
（
水
）
に
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
デ
ー
２
０
１
１
」
が
開
催
さ

れ
、
市
と
し
て
今
回
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
。
最
終
の
参
加
人
数
は

１
６
、９
６
７
人
で
、
参
加
率
は

目
標
と
し
て
い
た
40
％
を
上
回
り

43
・
２
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
き
っ
か
け

と
し
て
、運
動
習
慣
が
身
に
つ
き
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
や
か
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、
社
会

体
育
施
設
や
地
域
公
民
館
・
公
会

堂
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
の
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
に

つ
な
が
る
行
事
や
教
室
な
ど
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

箱、封筒、トイレットペーパーの芯などのざつ紙

合
併
特
例
債

　

合
併
後
10
年
間
に
限
っ
て
借

り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
市
債
。

　

対
象
事
業
費
の
95
％
ま
で
の

借
り
入
れ
が
可
能
で
、
将
来
の

元
利
償
還
金
の
70
％
は
、
普
通

交
付
税
の
算
定
の
積
算
基
礎
に

算
入
さ
れ
る
。

ご
み
30
％
減
量
作
戦

　

岡
山
市
に
一
部
を
委
託
し
て

い
る
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
に

つ
い
て
、
市
内
で
処
理
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
進
め
て
い
る
ご

み
減
量
の
取
り
組
み
。

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り

事
業

　

災
害
時
た
す
け
あ
い
台
帳
や

地
図
の
作
成
、
災
害
時
要
援
護

者
の
登
録
の
働
き
か
け
、
地
域

で
孤
立
し
て
い
る
人
の
支
え
合

い
の
仕
組
み
作
り
、
社
会
福
祉

協
議
会
が
行
う
地
域
の
支
え
合

い
の
仕
組
み
作
り
の
側
面
支
援

な
ど
を
行
う
事
業
。

災
害
時
要
援
護
者

　

災
害
が
発
生
し
た
と
き
や
災

害
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
自

力
で
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
で
支

援
が
必
要
な
人
。

地
域
再
生
計
画

　

地
域
が
行
う
地
域
再
生
の
た

め
の
自
主
的
・
自
立
的
な
政
策

を
ま
と
め
た
計
画
。
計
画
が
国

に
認
定
さ
れ
れ
ば
、
交
付
金
な

ど
の
支
援
措
置
が
得
ら
れ
る
。

市
道
南
北
線

　

３
月
30
日
に
開
通
し
た
長
船

町
土
師
地
内
の
県
道
飯
井
宿
線

か
ら
邑
久
町
尾
張
地
内
の
県
道

瀬
西
大
寺
線
を
結
ぶ
約
４
・
４
キ

ロ
㍍
の
２
車
線
道
路
。

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

障
害
者
な
ど
の
相
談
に
応
じ

必
要
な
助
言
な
ど
を
行
い
、
ま

た
、
創
作
的
・
生
産
活
動
の
機

会
を
提
供
し
、
社
会
と
の
交
流

を
促
進
す
る
こ
と
で
障
害
者
な

ど
の
地
域
生
活
支
援
の
促
進
を

図
る
施
設
。
名
称
は
ス
マ
イ
ル
。

農
業
振
興
地
域

　

自
然
的
・
経
済
的
社
会
条
件

を
考
慮
し
て
、
一
体
と
し
て
農

業
の
振
興
を
図
る
こ
と
が
相
当

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

　

15
分
以
上
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

を
し
た
住
民
の
参
加
率
を
競
う

催
し
。

新しいスポーツも体験できたチャレンジデー


